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タｰビダイトの語(8)

アマゾン海底扇状地

一巨大mud-richfanの堆積作用の実例一

七山太1)･◎DPLeg禍5乗船研究者2〕1徳橋秀一3〕

r,はじめに

アマゾン,ミシシッピｰ,インダスおよびベンガル海

底扇状地のような大陸縁辺に位置する巨大海底扇

状地は,粘土やシルトサイズの粒子が卓越すること

から別名mud-richfanと呼ばれる(Stoweta工.,

1985).これら巨大海底扇状地の堆積作用は後背地

側のテクトニクスや気候変動に支配された大河川の

堆積物の流入状況,および氷期一間氷期等の地球

規模の海水準変動によって支配されており,総じて

高い堆積速度を有している.ゆえに,mud-richfan

の研究は単にこの種の海底扇状地の成長システム

の解明に留まらず,陸域と海洋の気候変動を理解す

る上において,過去のデｰタを記録した高解像度の

レコｰダｰとしてたいへん重要である.しかしながら,

これら巨大海底扇状地は同時に多量のメタンを把胎

しており,その掘削の危険性から多くの場合,表層の

ドレッジ採泥や10m程度のピストンコアの採取しか行

われてはいなかった.

南アメリカ大陸の大西洋岸,ブラジル北東部に分

布するアマゾン海底扇状地(以下にアマゾン扇状地)

は,非活動的縁辺域における代表的なmud-richfan

であり(Stoweta1.,1985),大陸縁辺域に形成され

た海底扇状地としては,世界第3位の規模を持つ.ア

マゾン扇状地はブラジル北東岸の陸棚域から700b並

大西洋側に伸張し,局部的に層厚10kmを越える堆

積物の存在が音響探査によって明らかにされている

(第1図;DamuthandF1ood,1984).このアマゾン扇

状地には,中新世前期のアンデスの隆起以降から現

在までの7×105km3以上にも達する堆積物がほぼ

連続して存在している(Castroetal.,1978).

一方,アマゾン扇状地の膨大な砕屑物の供給源と
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サイドスキャンソナとシｰビｰムによって明らか

にされた現在のアマゾン扇状地の海底地形と

Le9155の掘削地点.中央の蛇行した太線が

アマゾンチャネルである.東西両翼には巨大土

石流体(西部土石流体および東部土石流体)が

分布する.

なっているアマゾン河は,赤道域に位置するアマゾ

ン低地をほぼ東西に横断し(第1図),現在,世界の

キｰワｰド:アマゾン海底扇状地,巨大mud-richfan,氷河性海

水準変動,タｰビダイト
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各地点の掘削状況と堆積

相分布,および音響層序

(Man1eya]ld列｡od,1988)

との対比.

河川堆積物の総量の約10%を運搬している.これら

の河川堆積物は,現在のような高海水準期において

は陸棚上のデルタ地域のみに堆積するが,低海水準

期においては河川の末端がアマゾン海底谷に直結

し,河川堆積物は直接アマゾン扇状地に流れ込ん

でいたと推測されていた(Nittroueretal.,1991;

例えば第7図).しかし,これはStoweta1.(1985),

Vai1.1987,Posamentiereta1.(1988)等のモデルに

よって示されているのみで,現実には証明されては

いなかった.

1994年3月28日～5月24日にかけてこのアマゾン扇

状地において,国際深海掘削計画(0ceanicDri11ing

Program;0DP)第155次掘削航海(Le9155)が行

われた.本航海の主席研究員はRogerF1ood博士

(NewYork州立大学)ならびにDaYidPiper博士

(Bedford海洋研究所)で,日本側からは九州大学理

学部の徐垣博士が岩石物性学担当研究者として,

七山太が堆積学担当研究者として乗船した.また,

世界的なタｰビダイト研究家であるJohnDamuth博

士(Texas大学),Wi11iamNormark博士(USGS)

1996年9月号

やRichardHiscott教授(St.John'sMemor三a1大

学)等が参加し,さしずめ,国際タｰビダイト研究集会

のような様相を呈していた(口絵8).

このLe9155は,以下の4つ研究目的で掘削が企

画された.

1)巨大mud-richfanの発達様式とユｰスタティ

ックな海水準変動,アマゾン低地の気候変動および

アンデス山脈のテクトニクスとの関連について考察

を行う.

2)既存の音響的層相と今回掘削して得られた連

続コアの堆積相,粒度,物性との比較を行う.

3)西大西洋赤道域の海洋物質循環とアマゾン低

地の気候変動を,アマゾン扇状地の連続コアを用い

て解析する.

4)アマゾン扇状地の有機炭素の特徴,起源,初期

続生作用についての検討を行う.

この結果,本航海中には海底扇状地の上流(水深

2,771m)から下流(水深4,112m)にかけて,17地点

(930～946)が掘削され,総計4,O00mにのぼるコア

の回収が行われた(第1,2図).�
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サイドスキャンソナによって明らかにされたアマゾン海底扇状地中部付近の蛇行チャネル

システム(DamuthetaL,1988)

本稿においては,Le9155による最新の掘削成果

に基づいてアマゾン扇状地の堆積システムについて

概観し,巨大mud-richfanの堆積作用の特徴につ

いて考察してみたいと思う.

なお,本文の内容は既にFlood,Piperand固aus

eta1.(1995)として公表されているしe9155のInitia1

ReportおよびLe9155ShipboardScienti丘｡Party

(1994.1995)等の公表デｰタを基礎として,地質ニ

ュｰスのタｰビダイトの語シリｰズ用に書き下ろした

ものであることを予めお断り申し上げておく.更なる

詳細については,原著をご参照頂ければ幸いであ

る.

2｡アマゾン扇状地の蛇行チャネルシステム

アマゾン扇状地の海底地形はラモント･ドハティ海

洋研究所によるサイドスキャンソナおよびシｰビｰム

による海底地形の検討(Damutheta1.1983a,1988)

によってその詳細が明らかにされている.アマゾン扇

状地に代表される巨大mud-richfanは全長数

100kmにも達する長大な蛇行流路とそれに伴う築

き上げの自然堤防相の存在によって特徴付けられる

(第1,3図).現在の海底面において,流路一自然堤

防複合体(channe1-1eveecomplex)は,西部複合

体と東部複合体にV字状に分かれて分布している

(第1図).さらに,その両翼には東部土石流体と西部

土石流体が分布しており,蛇行流路系によって生じ

た海底地形を乱している(第1図).

現在,西部複合体上の海底面には唯一の流路地

形としてアマゾンチャネルが存在している.サイドス

キャンソナおよびシｰビｰムによる海底地形の検討

によれば,このアマゾンチャネルは幅400～3,000m,

深さ30～80mで,水深約1,000mのアマゾン海底谷

の谷端から出現し始め,下部扇状地の水深4,273m

地点までは追跡できる(Damutheta一.,1983a,

1988;第1図).また,陸上の河川系と同様に流路の

勾配量の減少と共に蛇行率を変化させ,ミシシッピ

ｰ河等の陸上の大河と同等の蛇行率を示している

(第3図;F1oodandDamuth,1987,Pirmezand

�潯搬���

934地点においてはアマゾンチャネルの蛇行流路

系によって形成された堆積シｰクェンスを検討する

目的で掘削が行われた(第4図).その結果,下位か

らマッドクラストを多数伴う厚い中～粗粒砂相(海底

面からの深さ64.56～98.09m;流路充填堆積体)→

流路壁の崩壊?によってスランプした自然堤防相

(42.30～64.56m)→流路変更後に形成された自然

堤防相～氾濫原相(O.87～42.30m)→高海水準期

の石灰質軟泥相(O～O.87m)の上方細粒化シｰクェ

ンスを示す連続コアが得られた.また,物理検層の

デｰタから,この厚い砂層は1度の大規模な堆積物

重力流よって生じたものではなく,複数の小規模な

地質ニュｰス505号�
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4ア40147.38･

完新世の石灰質軟泥

アマゾンチャネルから物理検層

溢れだした自然堤防～

氾濫原堆積物

比抵抗値ガンマｰ線

1軍1111着{

堆積物

シｰビｰムによって明らかにされた現在のアマ

ゾンチャネルの蛇行地形と934掘削地点(A).

934掘削地点から得られた上方細粒化シｰクェ

ンスと物理検層デｰタとの対応(B).厚い砂体

は複数のタｰビダイトの複合･癒着によって生

じている.

タｰビダイトが癒着することによって形成されたと解

釈される(第4図).

946地点においては,アマゾンチャネル末端の堆

積シｰクェンスを検討する目的で掘削が行われた.

この掘削地点の下部(160mより下部)の回収率は極

めて低かったが,併せて行った物理検層によって

24.72～128.72m付近および155.82～211.37m付近

において複数の上方粗粒化や上方細粒化シｰクェ

ンスを示す厚い砂体の存在が確認された.これらの

砂体はタｰビティｰカレントの速度の減衰により,流

路末端に形成されたロｰブ砂体と解釈された.

この結果,アマゾンチャネルの軸部においては,

上流一下流域まで連続して中～粗粒砂の存在(口絵

2),さらに,水深3,500m地点においては細～小磯の

存在も確認された(口絵2-D).従って,アマゾン扇状

地のようなmud-richfanにおいても粗粒な砂礫が

扇状地の末端部まで運搬されていることが分かった.

同様の礫の存在はミシシッピｰ海底扇状地(Bouma

etai.,1985)においても撮告されている.

3､流路一自然堤防複合体の実体

935地点においては,アマゾンチャネルの流路一

自然堤防複合体を貫通する模式的なシｰクェンスが

得られた(第2図).表層から順にこのボｰリングコア

の堆積相の変化を記載する.

現在の地球は高海水準期であり,前述した如く,ア

マゾン河からの陸源砕屑物は陸棚上のデルタ地域

のみに堆積し,海底扇状地には流入していない.そ

のため,扇状地の表層部はナンノプランクトンと有孔

虫の遺骸からなる石灰質軟泥相によって広く覆われ

ている(口絵6-M).この下位層準(0.7～5.9m)に

は,生痕によって乱された半固結した生物擾乱泥相

(口絵6-0)が厚く堆積している.この生物擾乱泥相

より下位の層準が,酸素同位体のデｰタから低海水

準期に形成された堆積物と解釈される.

5.9-98.5m付近には細粒砂～シルト層の薄層理

タｰビダイトを頻繁に挟在する自然堤防相が厚く堆

積している(口絵5-I～L).自然堤防相のうち流路近

傍と推察される部分においては,Ta,Tc部(Bouma,

1962)の卓越した薄層･粗粒タｰビダイト(Bouma,

1962)によって特徴付けられており,最大粒径は中粒

砂である(口絵5-L).しばしば,マッドクラスト(mud

C1aSt),コンボリュｰト葉理(COnVOlute1aminatiOn),

クライミングリップル(c1imingripple)の発達した

“CCCturbidite"(Wa1ker,1992)も観察されるが,

マッドクラストは僅かしか伴われない(口絵5-I).よ

り流路から離れていたと推定される部分では,Tcde,

Tde等の薄層･細粒タｰビダイトによって特徴付けら

れており,最大粒径は極細粒砂～シルトである(口絵

���

さらに,この自然堤防相の下位層準となる98.5～

199.3m付近にはマッドクラストを多量に含んだ申～

粗粒砂が厚く堆積している.このような未固結砂の

回収率は当然低くなるが,同坑井で行われた物理検

層のデｰタを参照するならば,上方粗粒化や上方細

粒化シｰクェンスが複数認められる.また,その中央

部においては,自然堤防相起源のスランプ相を扶在

している.

199.3～276.3m付近には,マッドクラストを多数含

1996年9月号�
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第5図音響断面と実際の掘削試料の対比から復元されたアマゾンチャネルの流路一自然堤防複合体の

形態(F1ood,PiperandKlauset乱,1995)
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第6図935掘削地点における音響断面とその解釈図.

↓は掘削地点を示す.HARP:流路一自然堤防

複合体直下に水平に広がるhigh-amp1itudeの

反射波.HAR:チャネル地形直下に分布するhigh-

amplitudeの反射波.high-ampIitudeの反射

波は粗粒な砂礫相の存在を示唆する.ULC:

��牌������������癥攀

�������睥牌��������

Bo1士｡mLeveeComp1ex.

んだ厚い土石流相が分布している.この土石流相は

音響断面に明確に現れており,UnitRと呼称されて

いる(第6図).また,このUnitRは表層と同様な高海

水準期を示す石灰質粘土相を覆っている(口絵6-P).

以上の堆積相の分布状況を音響断面と対比する

と,第5図のようなモデルが描かれる.アマゾン扇状

地の上部～中部扇状地において,一つの流路一自

然堤防複合体の幅は20～40km,厚さは300～400

mとなっている.前述の935地点は,この自然堤防項

部を掘削したシｰクェンスであるが,特に重要なこと

は,この流路一白然堤防複合体の基底部に音響断

面のHARPs(且at-1yinghigh-amp1itudereiection

packet:第6図)に対応する溢れだしに伴う厚くて粗

粒な砂体の存在が認識された点である.これを

HARPs砂体と呼ぶことにする.これらHARPs砂体

は流路の末端に位置しない点でロｰブ砂体とは明確

に区分される.このようなHARPs砂体について,

Wa1ker(1992)やPosamentiereta1.(1991)は

“低海水準期初期に生じた扇状地堆積体(Lowstand

Fan)に相当する(第7図A)."との見解を示していた.

さらに,Posamentiereta1.(1991)は“低海水準期

中期には,扇状地堆積体の上位に流路一自然堤防

複合体が広く発達する(第7図B)."と記述している.
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第7図低海水準期における海底扇状地の堆積モデルの一例(Posamen廿eret吐,1991)
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自然堤防の決壊によって生じた流路一自然

堤防複合体の変遷の概念図(F1oodeta1.,

1991).HARPsとはこの決壊初期に生じた

粗粒砂体を指す.

しかし,実際にはこれらHARPs砂体は流路充填堆

積物より粗粒がつ厚層であることからこれらのモデ

ルは成立しえない.一方,Damutheta1.(1988)は

前述の海底地形の検討の結果,上部扇状地におい

て周期的に発生した自然堤防の決壊に伴って古い

流路が放棄され,より急傾斜側に新しい流路が形成

された可能性を論じている.ゆえに,この流路一自

然堤防複合体下部のHARPs砂体は,上部扇状地に

おいて自然堤防の決壊によって流路変更が生じた

際,最初に溢れだした粗粒堆積物と解釈されよう(第

8図).
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第9図各地点の掘削状況と堆積相分布および音響層

序(Manley㎝d㎜ood,1988)との対応

4､アマゾン扇状地の階層構造

ラモント･ドハティ海洋研究所のDamuthetal.

(1983b)やManleyandF-ood(1988)等の音響断

面の検討によれば,これら流路一自然堤防複合体

は,重なり合い癒着している(第6,9図).特に表層

付近に分布するものは解析度が高く,それらには番

号(Damutheta1.,1983b)とカラｰ名称(Manleyand

F1ood,1988)が与えられている(第2図).すなわち,

海底扇状地西部(西部複合体;第1図)に分布する最

上部の7つの流路一自然堤防複合体,すなわち表層

の流路地形と放棄された6つの流路跡は,上位から

アマゾンチャネル,ブラウン,アクア,バｰブル,ブル

ｰ,イエロｰおよびオレンジと命名されている.一方,

海底扇状地東部(東部複合体)に分布する流路跡は

ブルｰ,イエロｰ,Chame15,オレンジ,Chame16A,

6B,6Cと命名されている(第2図;Damutheta1.,

��戮�慮����潯搬���

これら流路一自然堤防複合体の集合体は,より大

きなオダｰである自然堤防複合体(工eveecomp1ex)

に区分されている.このうち,海底扇状地の最上部

に位置する自然堤防複合体は,上部複合体(ULC)

と呼称されている(第6図).この上部複合体基底部

から得られた高海水準期を示唆する石灰質粘土層

(口絵6-P)は,船上における生層序や古地磁気層序

の検討の結果,8万5千年～13万年(酸素同位体ス

テｰジ5)の堆積物であることが判明した.すなわち,

この事実は上部複合体の形成が,ほぼ最終氷期の

期間に対応することを意味している.

土石流堆積物と解釈されるUnitRは,前記の上部

複合体の音響層序的下位に識別される.このUnitR

は中部複合体(MLC)を覆い,さらに,この基底に分

布する土石流を示唆する音響層相により下部複合

体(LLC;ゴｰルド,ライムおよびピンク流路一自然

堤防複合体)と分離されている.音響断面からはこ

れより深部の最下部複合体(BLC)や土石流堆積体

も認識しうるが,その詳細は不明である(第6図).

今回,936地点においてはUnitRの下位の中部複

合体まで,935地点においては下部複合体までの掘

削が行われた(第10図).さらに,931および933地点

においてはこの下部複合体の基底部に発達する巨

大土石流体を貫通し,最下部複合体に達する掘削を

行った(第10図).この結果,下部複合体を覆う石灰

質粘土層の年代が18万5千年～22万5千年(酸素同

位体ステｰジ7),さらに,最下部複合体を覆う石灰質

粘土層が26万年～33万年(酸素同位体ステｰジ9)

に対比されうることが明らかになった.以上のことは,

各自然堤防複合体の形成時期がそれぞれの氷期の

期問,すなわち低海水準期に明確に対応する事を

証明したことになる.

これらのデｰタから堆積速度を試算してみると,低

海水準期における堆積速度は数m/103年,高海水

準期においてはおおよそ数｡m/103年であるが,こ

の値は当然堆積環境によって大きく変動する.たと

えば,自然堤防上の生物擾乱を受けた粘土相は堆

積速度が比較的遅く1～3m/103年,築き上げの自

然堤防相は10～25m/103年,下部扇状地のロｰブ

砂体の堆積速度は2m/103年である.これに対して,

高海水準期に堆積した石灰質粘土層の堆積速度は

10cm/103年程度である.

このように,アマゾン扇状地はあたかも高層ビル

のような構造を持っており(第6,10図),各階は扇状

地を覆う土石流ないし石灰質粘土層によって境され

ている.特に,石灰質粘土層は間氷期(高海水準期)

のみに堆積したもので,時代を示すメルクマｰルと

なりうる.今回の掘削によって,4階までの階層構造

地質ニュｰス505号�
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第10図

今回の掘削によって明らかにされたアマゾン扇状地の階層構造

に

の時代枠が明らかとなった.また,今回掘削されなか

ったこれより下位の層準も,基本的には同様のシｰ

クェンスの繰り返しから構成されているのであろう.

5｡巨大上;百流体の起因と海水準変動

海底扇状地の海底地形を破壊するほどの大規模

な土石流堆積体の存在は,巨大mud-richfanの特

徴の一つである(例えば,Wa1ker,1992).現在の海

底地形に現れている巨大土石流体はアマゾンチャネ

ルの東翼(東部土石流体)と西翼(西部土石流体)に

分かれて分布し,上部～中部扇状地の表面の半分

以上を覆っている(第1図).さらに,今回の掘削航海

によって,より深部においてもUnitR等の巨大土石

'流体が自然堤防複合体に爽在されている産状が明

らかとなった.また,このような土石流堆積物の存在

は大陸縁片部においてサイドスキャンソナ等の音響

デｰタによってすでにその存在が推定されているが,

ほぼ連続的にコアとして採集されたのは今回が初め

てである(口絵7-Q～T).

941地点において,アマゾン扇状地に発達する西

部土石流体の掘削が行われた(第1図).また,935,

936および944地点においては,上部複合体の基底

に位置する巨大土石流体UnitR(第2図)の掘削が

行われた.この種の巨大土石流体の下部は変形し

た泥岩ブロック主体の粗粒堆積物から構成されるが

(口絵7-R),その上部はほとんどクラストを含まない

泥流堆積物となっている(口絵7-S).また,これら巨

大土石流体は120m以上の層厚を持つが,これらが

複数の土石流が癒着しているものか,1回の土石流

によってもたらされたものであるのかは不明である.

一方,巨大土石流体の起因と海水準変動との対

応についても,未だ十分な理解は得られていないが,

幾つかの土石流体は明らかに高海水準期堆積物を

覆って発生している(口絵6-P).また,935地点にお

いては酸素同位体ステｰジ5の石灰質粘土がUnitR

の土石流堆積物中にブロックとして取り込まれてい

る産状から(口絵7-Q),UnitRの発生時期が高海水

準期以降であることは確実である.この場合,UnitR

の成因として,相対的な海水準低下に伴い大陸斜面

のメタンハイドレｰトの融解が生じ,これが引き金と

なった可能性(Man1eyandF1ood,1988)が示唆され

る.しかし,941地点においては,逆に西部土石流体

が完新統の石灰質軟泥(酸素同位体ステｰジ1)に覆

われており,巨大土石流体の起因を総てこのモデル

で説明ができる訳ではない.この西部土石流体の起

源としては,陸棚上の泥ダイアピル(第1図)が引き金

になった可能性も示唆されている.

7､現状における巨大一mudrichfanの堆積シ

ステムのまとめ

Le9155の掘削航海で得られた事実をまとめるな

らば,アマゾン扇状地に代表される巨大mud-rich

fanの堆積システムは以下のようにまとめられる.

1)現在のような高海水準期においては(特にアマ

ゾン扇状地のような広い陸棚を伴う海底扇状地にお

いては),河川からの砕屑物質の供給は停止してし

まい,半遠洋性軟泥によって覆われてしまう.

2)低海水準期においては,アマゾン河が海底谷に

直結し扇状地への砕屑物の供給が行われる.その

際,扇状地上において砕屑物を運搬する主流路は
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1本である.また,この主流路は築き上げの自然堤防

相を伴い,陸上の河川と同様な蛇行を示す.さらに

その末端部にはロｰブ砂体を形成している.

3)上部扇状地においては自然堤防の周期的な決

壊に伴い主流路の切り替えが行われ,その際,上部

扇状地上に厚くて粗粒なHARPs砂体を堆積させた.

4)巨大土石流は海退期にも海進期にも生じてお

り,その成因には陸棚斜面のメタンハイドレｰトの融

解や泥ダイアピルの活動が関与するらしいが,その

実体は明確ではない.

8,海底扇状地の掘削の今後の展望と課題

タｰビダイトと海底扇状地の堆積作用を理解する

うえで,過去に三つの方向で研究が行われてきた.

すなわち,(1)現世の海底扇状地の地形とピストンコ

アに基づいた研究,(2)陸上に露出する過去のタｰ

ビダイト層の時空的な分布に基づいた研究および

(3)炭化水素ポテンシャル検討の為の震探デｰタに

基づいた研究である(Normarketa1.,1993).しか

し,これらは異なる手法でかつ異なるスケｰルで行

われているために,相互の互換性があまり良くない.

今回のアマゾン扇状地の掘削航海によってもたらさ

れたデｰタによって,少なくとも巨大mud-richfan

については,これら三者間のギャップをある程度埋

めることができるものと期待される.また,同様の検

討をsand-richfan(例えば,カルフォルニア沖の

NaW海底扇状地;NomarkandPiper,1972.,Piper

a皿dNomark,1983)においても早急に行う必要性が

あろう.

ところで,今回の航海中において現在の深海掘削

技術の限界を痛感させられる場面も幾つがあった.

たとえば,(1)船上に引き上げられることで生じる減

圧によるコア試料中のガス膨張に伴う堆積物の変

形,(2)ドリル式採泥器(XCB)によるビスケット状の

堆積物の変形,(3)減圧によるガスハイドレｰトの溶

融,(4)砂質堆積物の注入現象等があげられる.特

に(1)による堆積物の変形(アｰティファクト)は困り

者で,多くのコアが船上に上げられたと同時に膨張

を始め,堆積物はチュｰブ内部で引き離され,空に

なった部分にはメタンガスが充填し,堆積物がインナ

ｰチュｰブから激しく飛び出す場面を幾度となく見

ることとなった.このような変形は堆積物の内部構造

を破壊し船上で測定される物性や古地磁気測定等

の障害となった.この種のアｰティファクトを是正す

るために,期間中に現在ODPで開発中の保正式柱

状採泥器(PCS)の試験が行わたが,コア採集がで

きずに不調に終わった.

その一方で,本掘削航海はたとえ砂質な地点であ

っても,掘削地点を慎重に設定すれば十分な掘削成

果が得られることを証明した.しかし,より深部にお

いてピストン式採泥器(APC)を使用できない場合,

ドリル式採泥器XCB(XCB)で未固結砂の掘削を行

うためには今後更なる技術的な改良が必要とされる

であろう.一方,今後,BSR(ガスハイドレｰト把胎層

準)以深の掘削の検討も含めて,浅海域における掘

削の要請が増すものと思われるが,このためにはラ

イザｰ船導入を含めたハｰドの面での一層の技術革

新が望まれる.当然,乗船する研究者のソフトの面

での充実もより一層望まれるわけではあるが?

本邦においては現世の海底扇状地研究は数える

ほどしか行われていないし(例えば,MogiFan:Soh

etal.,19881富山深海扇状地:徳山･末益,1986.,

中嶋･佐藤,1996),研究可能な研究室も研究者も

指で数えるほどしか存在しない.そのかわり,陸上に

は房総の上総前弧海盆や新潟背弧海盆堆積体に代

表される早い堆積速度,高精度の時間面を兼ね備え

たタｰビダイト層が存在する.これらからは,当然,当

時の海底地形を直接知ることはできないが,音響断

面や坑外デｰタを得て堆積相オｰダでの3次元的な

広がりを知ることができれば活動的縁辺域の世界的

なsand-richfanモデルを構築することも決して不可

能なことではない.本稿がきっかけとなって本邦にお

けるタｰビダイト研究がより一層活発化し,邦人研究

者の示したモデルが現在とは逆に欧米研究者に広

く受け入れられる日が来ることを願ってやまない.

最後に,七山太がODPLe9155に乗船する機

会を与えてくださった,RogerF1ood博士(NewYork

州立大学),Da対dPiper博士(Bedford海洋研究所),

Adam囮aus博士(TexasA&M大学),岡田博有教授

(九州大学理学部),平朝彦教授,末広潔教授

(東京大学海洋研究所),航海中常に教育的配慮を

賜ったしe9155乗船研究者の諸賢(F1ood,R.D.,

Piper,DJ.W.,囮aus,ん,Bums,SJ.,Busch,W.H.,
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Nomark,W.R.,Pi㎜ez,C.,Santos,J.R.,Schneider,

R.R.,Showers,W.R.,Soh,W.,Thiba1,J.)に対し

厚く御礼申し上げたい.また,本稿をとりまとめるに

あたり有益なご助言を賜った有田正史統括研究調

査官,奥田義久燃料資源部長ならびに関係各位に

対し深謝し,本稿の結びとしたい.
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